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○事業（特に商品供給・食の分野）を通じて、
組合員・地域住民のくらしをしっかり支えていく。

生協は、商品供給を通じて、

また、事業インフラを活用して、

見守り・買物支援に取組んでいます。

【生協の地域社会のなかでの重点的役割】
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宅配
１兆5779億円

6１.8%

共同購入
6573億円

41.7%
店舗

9555億円

3７.4%

個配
9206億円

58.3%

その他
0.8%

全体供給高 ２兆５５２１億円（２００９年度推計値）

※宅配＝共同購入

+個配

地域生協の供給高の内訳
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Ⅰ.生協の買物支援－（１）

Ⅰ．必要としている人へ商品を供給する取組み

（１）宅配事業（共同購入・個配）での貢献

①買物に不自由している家庭（高齢者・子育て
家庭等）への商品配達手数料割引（73生協）

②中山間地・都市部の高台等、買物が不便な
場所への宅配事業の展開

③移動店舗による商品供給もスタート
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買物が不便な場所への宅配事業の展開

高台の団地では店舗
が撤退。団地自治会と
生協が話し合い宅配
開始（生協しまね）

鹿児島は離島が多い。
その離島全て（25）に
宅配を実施（コープか
ごしま）

限界集落から生協へ配達要
請。行政・他商業者と調整し
宅配開始（コープあいち）

生協の責務として、宮城県
内どこでも、牛乳１本・灯
油１缶からお届け（みやぎ
生協）
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移動店舗による商品供給もスタート

買物が不便な地域へ
店舗の商品を積み込
んだ「移動店舗」の
サービスを開始。現
在８台。移動店舗の
周りでは、近所の人と
の会話も生まれてい
る。（福井県民生協）

現在、首都圏の生協はじめ、
多くの生協で移動店舗の
導入を検討中。

2011年度、北海道内に100台の移動店舗が
運行予定（コープさっぽろ）
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福井県民生協の移動販売車｢ハーツ便｣



第4回・安心生活創造事業推進検討会 日本生協連報告朝8時から、商品調達・陳列・価格表示等を行う！

出所：福井県民せいきょうＨＰ

2010/11/11
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嶺北地区
坂井市方面
川西方面
福井方面
奥越方面
大野方面

嶺北地区
若狭方面
敦賀方面

丹南地区
池田方面
武生方面
白山方面
越前方面

移動店舗重点エリア
①限界集落が多い。高齢化

比率過半数以上
②地域からの期待大きい
③無店舗加入率が高い

ハーツ便運行ルート・
４店舗・８台ハーツ便

たけふ店

羽水店

はるえ店

つるが店

2010/11/11
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Ⅰ.生協の買物支援ー（２）

Ⅰ．必要としている人へ商品を供給する取組み

（2）店舗事業での貢献

①店舗までの交通手段がない人への買物バ
スの運行

②店舗の商品を、近隣の高齢者、障がい者、
子育て家庭等の自宅まで配達する買物代行
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買物バスの運行

コープあきた：生協設立当
初より運行。月平均1700
人が利用、平均年齢は70
歳と、高齢者にとりなくて
はならない足。

コープさっぽろ：2009年よ
りスタート。店舗近隣の
病院や公共機関に用が
ある方も乗車可能で、病
院利用者のため店舗開
始より１時間早く運行。
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店舗の商品を自宅までお届け
（買物代行）

さいたまコープ：９店
舗で、店舗からおよそ
２Km～３Kmの範囲に
住む人を対象に、
「あったまる便」を行っ
ている。１回の利用で
200円で、月4000人程
度の利用がある。

みやぎ生協：買物に不便を感
じている人を対象に、買物代
行実施。月会費千円で週２回
配達。月４０００人程度の利用。
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Ⅱ.生協の見守り活動

Ⅱ．生協の事業インフラを活用しての見守り

①日常的に地域を走り、個人宅まで商品を届ける
宅配事業の仕組みを活用しての見守り

～各県との見守り協定締結や、商品届け時

の様子を家族の方へメールでお知らせ

②「安心生活創造事業」での取組み事例

③「地域の新たな支えあい基金」モデル事業実施

④モデル事業実施と成果の全国展開（予定）
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支援が必要な世帯や子どもの安全を
見守るため、生協の担当者が商品を届
けた時に異変に気づいた場合、地域の
民生委員などに連絡する。（こうち生

協）

宅配事業の仕組みを活用しての見守り
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希望があれば個配時の状況をメールで連絡

無料

コープあおもり、秋田市民生協、秋田県北
生協、いわて生協、みやぎ生協、生協共
立社、コープふくしま、コープあいづ、福島
県南生協、コープしがで実施
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「安心生活創造事業」での取組事例

○宝塚市（宝塚市社会福祉協議会）地域の高齢者見
守りに対し、コープこうべが協力できる内容について、
検討中。（宅配の地域担当者が利用者の異変に気づ
く→生協の本部へ通報→地域包括センター→当該地
区の民生委員および市社協へ、との形）

○大阪北生協では、すでに豊中市（豊中市社会福祉
協議会）の見守り事業へ参加。
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「地域の新たな支えあい基金」モデル事業実施

○中央共同募金会が実施する標記事業に日本生協
連も幹事団体として参加。現在、広島市佐伯区と生
協ひろしまとの間で、「安心・安全なまちづくりの推
進」の具体的な検討に入った。（宅配トラックによる
見守り、メール配信システムによる情報発信、夕食
宅配による安否確認、等）

○同モデル事業は、滋賀県高島市でも実施することに
なり、コープしがも協力を図っていく予定。
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モデル事業実施と成果の全国展開（予定）

○会員生協と協同で地域福祉のモデル事業に取組み、
その成果を全国に普及していく。

＜現在検討中の案＞~2011年度から実施予定

・都市部の高齢化した集合団地において、「買い物支
援」や「見守り機能」を実現する為のモデル事業。

・商店街と協力し地域住民への「買い物支援」や「多世
代交流機能」を実現していくモデル事業。

・「１人ぼっちにしない（孤独死をださない）活動」の立ち
上げからネットワークづくりまで実践するモデル事業。
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最後まで、ご清聴ありがとうございました。

本報告内容に関するお問合せは、下記までお願いい
たします。

■日本生協連・福祉事業推進部

電 話：03-5778-8107

メール：yasuhiro.ozaki@jccu.coop

：hiroshi.satou@jccu.coop
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